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直観的な設定作業を支援する“プロパティページ”の概要 

 

「InputMan  for Windows Forms 」「InputMan for ASP.NET 」はその多機能さゆえ、Visual Studio の標準

コントロールに比べプロパティ項目が豊富です。プロパティの数が多いと「使いこなせるか不安」「設定に時

間がかかりそう」と思われがちですが、そのような懸念を払拭し、円滑な設定作業をサポートするのが“プロ

パティページ”です。 

 

ṇ  

プロパティページは InputMan コントロールの編集時に利用する機能です。プロパティ項目が各カテゴリに分

類されており、Visual Studio のプロパティウィンドウよりもスムーズに作業を進められます。 

 

 Ṯ ṯ 

 ・項目が機能別に分類されており、目的のプロパティを瞬時に判別できる 

 ・プロパティウィンドウで設定できない項目にも対応しており、コーディングレスで 

実装できる機能が広範におよぶ 

 ・プレビューが用意されており、動作のチェックもウィンドウの切り替えなしに行える 

 ・設定内容はコードの形で保存されるため保守が容易 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GcDate コントロールのプロパティページ 

キーボードやマウス操作で動作確認が可能 

設定項目は各カテゴリに分類され、視覚的にわかりやすく構成されている 
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ṇ לּ  

プロパティページの使用にあたり、特別な設定は必要ありません。 

 

ḱ ṇּפ שּ  

InputMan のコントロールを右クリックし、［プロパティ］を選択します（InputMan for ASP.NET の場合

は［プロパティページ］を選択）。 

 

 
 

 

ḱ פּ שּ  

InputMan のコントロールを選択し、プロパティウィンドウにある［プロパティページ］アイコンをクリッ

クします。 

 
 

プロパティページは ActiveX 製品の頃から定評のある機能です。インタフェースから操作性に関するものまで、

InputMan のほとんどの機能を思いどおりに設定できます。トライアル版でもお使いいただけますので、ご検

討の際にはぜひお試しください。 

http://www.grapecity.com/2D6ECF9309EB.clk
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